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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像の際に使用された焦点検出領域に関する情報を含む撮像画像を取得する取得手段と
、
　前記焦点検出領域が撮像の際に検出された被写体の顔に基づいて決定されている場合、
被写体の顔に関する情報に基づく、前記焦点検出領域とは異なる領域を撮像画像から抽出
し、前記焦点検出領域が被写体の顔に基づいて決定されていない場合、前記焦点検出領域
に一致する領域を撮像画像から抽出する抽出手段と、
　前記抽出した領域の画像を表示部に表示する表示手段と、
　を備えることを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】
　焦点検出領域の出力信号に基づいて焦点調節され撮像された撮像画像を取得する取得手
段と、
　取得した前記撮像画像の一部を表示部に表示する表示手段とを備え、
　前記表示手段が、前記焦点検出領域が撮影の際に検出された被写体の顔の位置に対応し
て決定された場合は撮像画像に対して第１の割合の、前記焦点検出領域とは異なる領域を
抽出して表示部に表示し、前記焦点検出領域が被写体の顔の位置に対応して決定されてい
ない場合は前記焦点検出領域に一致する領域を抽出して表示部に表示することを特徴とす
る画像表示装置。
【請求項３】
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　前記取得手段が、前記検出された被写体の顔の位置と大きさを特定可能な情報を更に取
得し、
　前記表示手段は、前記焦点検出領域が前記検出された被写体の顔に基づいて決定されて
いる場合、前記焦点検出領域に対応する顔の一部又は全部を含む領域を前記第１の割合と
して前記表示部に表示することを特徴とする請求項２に記載の画像表示装置。
【請求項４】
　前記表示手段は、前記撮像画像から抽出した領域の画像に加えて、前記撮像画像の全体
を前記表示部に表示することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の画像表
示装置。
【請求項５】
　ユーザの指示に基づき、前記撮像画像から抽出した領域の画像を表示せずに前記撮像画
像の全体を前記表示部に表示するか、前記撮像画像の全体及び前記撮像画像から抽出した
領域の画像を前記表示部に表示するかを切り替える切り替え手段を有することを特徴とす
る請求項４に記載の画像表示装置。
【請求項６】
　前記取得手段が、検出された顔の位置と大きさを特定可能な情報を更に取得し、
　前記抽出手段は、前記焦点検出領域が前記検出された被写体の顔の位置に対応して決定
されている場合、前記焦点検出領域に対応する顔の一部又は全部を含む複数の領域を抽出
し、前記表示手段は、当該抽出した複数の領域の画像に加えて、前記撮像画像の全体を前
記表示部に表示することを特徴とする請求項１又は２に記載の画像表示装置。
【請求項７】
　前記表示手段は、前記複数の領域として、前記焦点検出領域に対応する顔全体を含む縦
長の領域と前記焦点検出領域に対応する顔の目を含む横長の領域とを表示することを特徴
とする請求項６に記載の画像表示装置。
【請求項８】
　前記表示手段は、前記焦点検出領域が前記検出された被写体の顔の位置に対応して決定
されている場合、前記抽出した複数の領域のうち、ユーザの指示に基づいて決定した数の
領域の画像を前記表示部に表示することを特徴とする請求項６又は７に記載の画像表示装
置。
【請求項９】
　前記表示手段は、ユーザの選択指示に基づいて、前記表示部に対する表示を行うことを
特徴とする請求項１乃至８のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれか１項に記載の画像表示装置と、被写体像を撮像する撮像手段
とを有し、前記画像表示装置は前記撮像手段で撮像された撮像画像を表示することを特徴
とする撮像装置。
【請求項１１】
　画像処理装置による画像表示方法であって、
　撮像の際に使用された焦点検出領域に関する情報を含む撮像画像を取得する取得ステッ
プと、
　前記焦点検出領域が撮像の際に検出された被写体の顔に基づいて決定されている場合、
被写体の顔に関する情報に基づく、前記焦点検出領域とは異なる領域を撮像画像から抽出
し、前記焦点検出領域が被写体の顔に基づいて決定されていない場合、前記焦点検出領域
に一致する領域を撮像画像から抽出する抽出ステップと、
　前記抽出した領域の画像を表示部に表示する表示ステップと、
を備えることを特徴とする画像表示方法。
【請求項１２】
　画像処理装置による画像表示方法であって、
　焦点検出領域の出力信号に基づいて焦点調節され撮像された撮像画像を取得する取得ス
テップと、
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　取得した前記撮像画像の一部を表示部に表示する表示ステップとを備え、
　前記表示ステップにおいて、前記焦点検出領域が撮影の際に検出された被写体の顔の位
置に対応して決定された場合は撮像画像に対して第１の割合の、前記焦点検出領域とは異
なる領域を抽出して表示部に表示し、前記焦点検出領域が被写体の顔の位置に対応して決
定されていない場合は前記焦点検出領域に一致する領域を抽出して表示部に表示すること
を特徴とする画像表示方法。
【請求項１３】
　請求項１１又は１２に記載の画像表示方法をコンピュータに実行させるためのプログラ
ム。
【請求項１４】
　請求項１３に記載のプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概して、画像表示装置、撮像装置、画像表示方法、記憶媒体、及び、プログ
ラムに関する。本発明は、特に、画像撮像時に合焦のために使用された合焦領域に関連す
る画像を画像表示装置に表示させる技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　デジタルカメラなどで撮像した画像（以下、「撮像画像」と呼ぶ）を、デジタルカメラ
のディスプレイやＰＣ（パーソナルコンピュータ）のディスプレイなどに表示することに
より、ユーザは、撮像時の合焦状態を確認することができる。しかし、撮像時に合焦のた
めに使用される焦点検出領域は、一般的に極めて小さいため、撮像画像全体をディスプレ
イに表示すると、ユーザは、焦点検出領域において正しく合焦しているかを確認すること
が容易ではない。
【０００３】
　そこで、撮像後や撮像時に、焦点検出領域の画像をディスプレイに拡大表示することに
より、ユーザによる合焦状態の確認を容易にする技術が提案されている（特許文献１及び
２参照）。
【０００４】
　また、特許文献１及び２に見られるように、従来の撮像装置では、１以上の焦点検出領
域が撮像領域中に予め設定されていた。しかし、人物が被写体の場合に、人物が撮像領域
中のどこに位置しても適切に人物に合焦できるようにしたいという要求がある。そこで、
撮像領域において被写体としての人物の顔（以下、単に「顔」と呼ぶ）を検出し、検出さ
れた顔の近傍に焦点検出領域を設定する技術が提案されている（特許文献３及び４参照）
。
【特許文献１】特開２００４－６４２５９号公報
【特許文献２】特開２００３－１５３０４５号公報
【特許文献３】特開２００３－１０７３３５号公報
【特許文献４】特開２００３－１０７５５５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従来の技術においては、合焦状態を確認するための画像をディスプレイに表示する際に
、焦点検出領域が顔に基づいて設定されたものであるか否かは考慮されていなかった。し
かし、焦点検出領域が顔に基づいて設定されたものであるか否かによって、合焦状態の確
認に適した画像は異なる。
【０００６】
　本発明はこのような状況に鑑みてなされたものであり、焦点検出領域が顔に基づいて設
定されたものであるか否かに関わらず、撮像画像の合焦状態の確認に好適な拡大画像を画
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像表示装置に表示させる技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、第１の本発明によれば、撮像の際に使用された焦点検出領
域に関する情報を含む撮像画像を取得する取得手段と、前記焦点検出領域が撮像の際に検
出された被写体の顔に基づいて決定されている場合、被写体の顔に関する情報に基づく、
前記焦点検出領域とは異なる領域を撮像画像から抽出し、前記焦点検出領域が被写体の顔
に基づいて決定されていない場合、前記焦点検出領域に一致する領域を撮像画像から抽出
する抽出手段と、前記抽出した領域の画像を表示部に表示する表示手段と、を備えること
を特徴とする画像表示装置が提供される。
【０００８】
　また、第２の本発明によれば、焦点検出領域の出力信号に基づいて焦点調節され撮像さ
れた撮像画像を取得する取得手段と、取得した前記撮像画像の一部を表示部に表示する表
示手段とを備え、前記表示手段が、前記焦点検出領域が撮影の際に検出された被写体の顔
の位置に対応して決定された場合は撮像画像に対して第１の割合の、前記焦点検出領域と
は異なる領域を抽出して表示部に表示し、前記焦点検出領域が被写体の顔の位置に対応し
て決定されていない場合は前記焦点検出領域に一致する領域を抽出して表示部に表示する
ことを特徴とする画像表示装置が提供される。
【００１０】
　また、第４の本発明によれば、画像処理装置による画像表示方法であって、撮像の際に
使用された焦点検出領域に関する情報を含む撮像画像を取得する取得ステップと、前記焦
点検出領域が撮像の際に検出された被写体の顔に基づいて決定されている場合、被写体の
顔に関する情報に基づく、前記焦点検出領域とは異なる領域を撮像画像から抽出し、前記
焦点検出領域が被写体の顔に基づいて決定されていない場合、前記焦点検出領域に一致す
る領域を撮像画像から抽出する抽出ステップと、前記抽出した領域の画像を表示部に表示
する表示ステップと、を備えることを特徴とする画像表示方法が提供される。
【００１１】
　また、第５の本発明によれば、画像処理装置による画像表示方法であって、焦点検出領
域の出力信号に基づいて焦点調節され撮像された撮像画像を取得する取得ステップと、取
得した前記撮像画像の一部を表示部に表示する表示ステップとを備え、前記表示ステップ
において、前記焦点検出領域が撮影の際に検出された被写体の顔の位置に対応して決定さ
れた場合は撮像画像に対して第１の割合の、前記焦点検出領域とは異なる領域を抽出して
表示部に表示し、前記焦点検出領域が被写体の顔の位置に対応して決定されていない場合
は前記焦点検出領域に一致する領域を抽出して表示部に表示することを特徴とする画像表
示方法が提供される。
【００１３】
　尚、その他の本発明の特徴は、添付図面及び以下の発明を実施するための最良の形態に
おける記載によってさらに明らかになるものである。
【発明の効果】
【００１４】
　以上の構成により、本発明によれば、焦点検出領域が顔に基づいて設定されたものであ
るか否かに関わらず、撮像画像の合焦状態の確認に好適な拡大画像を画像表示装置に表示
させることが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、添付図面を参照して、本発明の実施形態を説明する。以下で説明される個別の実
施形態は、本発明の上位概念、中位概念および下位概念など種々の概念を理解するために
役立つであろう。
【００１６】
　尚、本発明の技術的範囲は、特許請求の範囲によって確定されるのであって、以下の個
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別の実施形態によって限定されるわけではない。また、実施形態の中で説明されている特
徴の組み合わせすべてが、本発明に必須とは限らない。
【００１７】
　　＜デジタルカメラ１００の構成＞
　本発明の画像表示装置をデジタルカメラ１００に適用した実施形態について説明する。
【００１８】
　図１は、本実施形態に係るデジタルカメラ１００の構成を示すブロック図である。
【００１９】
　図１において、１０は変倍レンズ、１１は焦点調節レンズ、１２は入射光を遮断するメ
カニカルシャッタ、１３は入射光の光量を調節する絞り、１４は撮像素子である。また、
１５は撮像素子１４を駆動し、かつ、サンプリングに必要なタイミングパルスを発生する
タイミング発生器である。また、１６は撮像素子１４の出力をタイミング発生器１５のタ
イミングパルスに基づいて二重相関サンプリングを行うＣＤＳ素子、１７はＣＤＳ素子１
６の出力であるアナログ信号をデジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換器である。
【００２０】
　ここで、本実施形態においては、撮像素子としてＣＣＤを用いるものとして説明するが
、ＣＭＯＳセンサを用いても構わない。
【００２１】
　１８は、Ａ／Ｄ変換器１７が出力する画像データとしてのデジタル信号に各種画像処理
を施すための、信号処理回路、顔検出回路、縮小回路、ラスタブロック変換回路、及び、
圧縮回路等（各回路は不図示）を含む画像処理部である。
【００２２】
　信号処理回路は、Ａ／Ｄ変換器１７が出力するデジタル信号に、色キャリア除去、アパ
ーチャー補正、ガンマ補正処理等を行って輝度信号を生成すると同時に、色補間、マトリ
ックス変換、ガンマ処理、ゲイン調整等を施して色差信号を生成する。そして、メモリ部
２６にＹＵＶ形式の画像データを形成する。
【００２３】
　縮小回路は、信号処理回路の出力する画像データに対し、画素データの切り出し、間引
き、及び、線形補間処理等を行い、水平垂直両方向に画像を縮小してラスタスキャン画像
データを生成する。これは、取得した画像よりも小さな画像を記憶媒体３２に記憶したい
というユーザの要求を満たすためである。従って、ユーザが画像の縮小を望まない場合は
、縮小回路は画像の縮小を行わない。
【００２４】
　ラスタブロック変換回路は、縮小回路で縮小されたラスタスキャン画像データをブロッ
クスキャン画像データに変換する。
【００２５】
　圧縮回路は、ラスタブロック変換回路でブロックスキャン画像データに変換された画像
データをブロック単位でＪＰＥＧデータに圧縮する。
【００２６】
　顔検出回路は、信号処理回路が出力したＹＵＶ形式の画像データなどを用いて、撮像領
域中に存在する顔を検出する。顔検出回路とそれを用いた顔検出処理の詳細は、図２を参
照して後述する。
【００２７】
　こうした一連の画像処理には、メモリ２６がバッファメモリとして用いられる。
【００２８】
　これらの処理の制御は、ＣＰＵとそのインターフェイス回路、ＤＭＡＣ（Ｄｉｒｅｃｔ
　Ｍｅｍｏｒｙ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）、バスアービター等で構成され
るシステム制御回路６０によって行われる。ＣＰＵが実行するプログラムは、フラッシュ
メモリ２５に記憶されている。
【００２９】
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　１９は、メカニカルシャッタ１２、絞り１３を制御する露出制御部であり、２０は、変
倍レンズ１０、焦点調節レンズ１１を光軸上に沿って移動させ、被写界像を撮像素子１４
上に結像させるレンズ制御部である。２１は、ユーザに画角設定を行わせるためのＴ／Ｗ
スイッチであり、２２は、ユーザがデジタルカメラ１００の動作モードを設定するための
モードダイヤルである。Ｔ／Ｗスイッチ２１の操作により行われる画角設定には、変倍レ
ンズの移動による光学ズームと、撮像素子１４の駆動と撮像素子の出力に対する画像処理
による電子ズームとがあり、両方のズームにＴ／Ｗスイッチ２１は共用される。また、Ｔ
／Ｗスイッチ２１は、後述する合焦近傍位置の拡大率を変更するためにも使用され得る。
【００３０】
　２３は、ユーザが画像（静止画像）の撮像指示を行うためのレリーズスイッチであり、
２４は、モニタ５１における画像の表示／非表示等を切り替えるＤＩＳＰスイッチである
。レリーズスイッチ２３はダブルアクションスイッチで、２段階のポジションを持つ。第
一段階（半押し）まで押下されると、デジタルカメラ１００は撮像準備を行い、第二段階
（全押し）まで押下されると、デジタルカメラ１００は撮像を行う。
【００３１】
　４２は電池等を含む電源、７０と４１はデジタルカメラ１００と電池４２とを係合させ
るコネクタ、４０は電源４２を保持する電源ＢＯＸ、３２は画像を記憶する記憶媒体であ
る。２８と３１は、デジタルカメラ１００と記憶媒体３２とを係合させるコネクタ、３３
は記憶媒体３２の書き込み禁止スイッチの状態を検知する禁止検知部、２９は記憶媒体３
２の着脱を検知する着脱検知部である。
【００３２】
　８０は、モニタ５１上に表示されるメニュー画面やＥＶＦ（電子ビューファインダ）表
示と同時に表示されるカーソルの移動等に使用される上下左右スイッチ及び決定スイッチ
等が配置された複合スイッチである。複合スイッチ８１は、静止画撮影時にモニタ５１上
に表示された画角設定に対して、静止画として撮影記録される画角を設定するためにも使
用される。８１は、モード毎の各種設定を行うためのメニュー画面をモニタ５１に表示さ
せるメニュースイッチであり、後述する焦点位置の拡大表示において、合焦位置を切り替
える時にも使用される。
【００３３】
　５０は再生回路であり、画像処理部１８で生成され、メモリ部２６に記憶された画像デ
ータを表示用画像に変換してモニタ５１に転送する。５１はモニタである。再生回路５０
は、ＹＵＶ形式の画像データを輝度成分信号Ｙと変調色差成分Ｃとに分離し、Ｄ／Ａ変換
によりアナログ信号に変換されたＹ信号をＬＰＦ（ローパスフィルタ）に通す。また、Ｄ
／Ａ変換されたアナログＣ信号をＢＰＦ（バンドパスフィルタ）に通し、変調色差成分の
周波数成分のみを抽出する。再生回路５０は、こうして生成した信号成分とサブキャリア
周波数に基づいて、Ｙ信号とＣ信号をＲＧＢ信号に変換し、モニタ５１に出力する。撮像
素子からの画像データをこのように逐次処理してモニタ５１に表示すれば、ＥＶＦ機能が
実現される。
【００３４】
　　＜顔検出回路及び顔検出処理＞
　図２は、画像処理部１８内の、被写体としての人物の顔を検出する顔検出回路の構成を
示すブロック図である。
【００３５】
　入力される信号は、信号処理回路の出力ＹＵＶ形式の画像データ或いは、ＪＰＥＧ伸張
され、メモリ２６にバッファリングされたＹＵＶ形式の画像データが選択可能である。入
力されたＹＵＶ形式の画像データは、画像変換部１８－ａで一旦、所定サイズの画像に変
換される。ここでいう所定サイズは、後に行われるパターン比較の処理スピードと顔の検
出制度に影響を与えるものである。
本実施形ではＱＶＧＡサイズ（３２０×２４０）とするが、これに限定されるものではな
い。その後、画像抽出部１８－ｂにおいて所望領域が切り出され、中間画像が生成される
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。ここでいう所望領域は、入力画像に対して顔検出を行う対象領域を決定するものである
。本件では、主被写体となる人物が被写界周辺には存在しないものとして、画面中心画角
８０％を所望領域とするが、これに限定されるものではない。中間画像は一時メモリ１８
－ｃに記憶される。中間画像を一時的に記憶するメモリは２６を併用してもよい。次に、
特徴抽出部１８－ｄにおいて輝度抽出および、フィルタ処理を行う。その結果とパターン
比較を行って、例えば、顔の座標、顔のサイズ、目の座標、目のサイズ、及び、顔の信頼
度を被写体の顔に関する情報である顔検出情報として出力する。尚、顔検出時のパターン
比較を行う場合において、検出する顔の最大個数や、顔として認識する画素サイズを設定
することができる。
【００３６】
　ここで、撮像領域中に複数の顔が検出された場合は、複数の顔検出情報が顔検出回路か
ら出力される。一方、撮像領域中に顔が検出されなかった場合は、顔が検出されなかった
旨を示す顔検出情報（例えば、顔のサイズが０である顔検出情報など）が出力される。
【００３７】
　　＜デジタルカメラ１００の外観＞
　図３は、デジタルカメラ１００の外観の一部を示す図である。図３に示すように、デジ
タルカメラ１００の外部には、Ｔ／Ｗスイッチ２１、レリーズスイッチ２３、ＤＩＳＰス
イッチ２４、メニュースイッチ８１、複合スイッチ８０が見られる。ユーザは、Ｔ／Ｗス
イッチ２１の中心の突起を指の先端で矢印方向に操作することによって、変倍レンズ１０
をＴｅｌｅ（望遠）側若しくは、Ｗｉｄｅ（広角）側に移動させることが出来る。Ｔ／Ｗ
スイッチ２１の操作環は、内蔵の可変抵抗に接続され（不図示）、スイッチ操作で一義的
に決定される電圧値をシステム制御回路６０のＡ／Ｄ変換器に入力し、入力された電圧値
はデジタル信号に変換される。システム制御回路６０内のＣＰＵとプログラムじゃ、Ｔ／
Ｗスイッチ２１の操作に応じて、変倍レンズ１０の移動速度を制御することができる。例
えば、１０ｂｉｔのＡ／Ｄ変換器で、中心を５１１ＬＳＢとして±２５５は低速領域、±
２５６以上は高速領域とするなどが考えられる。速度分割は２分割に限定されるものでは
ない。
【００３８】
　撮像素子１４の単位画素には、Ｒ、Ｇ、Ｂの色相フィルタがあり、ベイヤ配列を成して
いる。静止画を撮影する場合などには、有効領域の殆ど全ての画素を読み出して画像生成
を行う。ＣＣＤの場合には、先幕としてフォトダイオード（以後、「ＰＤ」と呼ぶ）の電
荷を掃き捨てる。その後、後幕としてメカニカルな遮蔽部材によるシャッタを閉じて光路
を断った後、ＰＤに蓄積した一面分の電荷をＣＣＤの垂直転送レジスタに移し、１ライン
ずつ読み出して行われる。ＣＭＯＳの場合には、各画素のＰＤと共に、ＰＤで発生した電
荷を一時的に蓄積しておく蓄積領域となるフローティング・デフュージョン（以下、ＦＤ
）の電荷を一括してリセットし、行単位で読み出しを行う一括リセット読み出しが行われ
る。この時も後幕にはメカニカルな遮光部材によるシャッタが用いられる。そして、得ら
れた画像データは一旦メモリ２６に保存され、画像処理部にて前述の信号処理が行われる
。
【００３９】
　一方、ＥＶＦ表示や動画撮影を行う場合、その性質上、画素数が表示用画像生成に必要
な画素数近辺になるように間引いたり、加算平均したりして撮像素子１４から読み出され
、出力される画像データを逐次画像処理して実現される。ＣＭＯＳの場合には画素若しく
は、行単位でＰＤ及び、ＦＤに蓄積された電荷をリセットした後、画素若しくは、行単位
で順次読み出すことによって、行単位の蓄積時間を一定に保ちながら連続的に電荷を読み
出す走査で実現する。また、ＣＣＤの場合には、面単位でＰＤの電荷を掃き捨て、面単位
で垂直転送路に移して読み出して実現する。
【００４０】
　　＜撮像処理の流れ＞
　図４は、デジタルカメラ１００を用いた撮像処理の流れを示すフローチャートである。
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以下に説明する各フローチャートの各ステップは、特に断らない限り、システム制御部６
０がフラッシュメモリ２５に格納されているプログラムを実行することにより実現される
。
【００４１】
　まず、モードダイヤル２２が撮影モードに設定されると、デジタルカメラ１００は、撮
影モードに入り、ステップＳ４０１で、モニタ５１におけるＥＶＦ表示を開始する。ＥＶ
Ｆ表示は、後述する図５のステップＳ５０９において終了されるまで継続する。
【００４２】
　ステップＳ４０２で、デジタルカメラ１００は、表示領域における顔検出処理を開始す
る。顔検出処理により、撮像領域中に検出された顔の数だけ顔検出情報が取得され、メモ
リ部２６に格納される。顔検出処理は、後述する図５のステップＳ５０１における処理が
行われるまで随時実行され、メモリ部２６に格納される顔検出情報が更新される。
【００４３】
　ステップＳ４０３で、デジタルカメラ１００は、モードダイヤル２２が操作されたか否
かを判定する。モードダイヤル２２が操作された場合、本フローチャートの処理は終了し
、デジタルカメラ１００は操作後のモードに対応する処理を行う。モードダイヤル２２が
操作されなければ、ステップＳ４０４に進む。
【００４４】
　ステップＳ４０４で、デジタルカメラ１００は、レリーズスイッチ２３が半押し状態に
なったか否かを判定する。半押し状態になった場合はステップＳ４０５に進み、そうでな
ければステップＳ４０１に戻る。
【００４５】
　ステップＳ４０５で、デジタルカメラ１００は、静止画像を撮像し、ステップＳ４０１
に戻る。画像の撮像処理の詳細は図５を参照して後述する。
【００４６】
　図５は、図４のステップＳ４０５における画像の撮像処理の詳細な流れを示すフローチ
ャートである。
【００４７】
　ステップＳ５０１で、デジタルカメラ１００は、顔検出処理を終了し、その時点でメモ
リ部２６に格納されている顔検出情報（顔の座標、顔のサイズ、目の座標、目のサイズ、
及び、顔の信頼度）を最終的な顔検出結果として確定させる。尚、顔が検出されなかった
場合、前述のように、顔が検出されなかった旨を示す顔検出情報（例えば、顔のサイズが
０である顔検出情報など）がメモリ部２６に格納されている。
【００４８】
　ステップＳ５０２で、デジタルカメラ１００は、顔検出情報を参照して、撮像領域中に
顔が検出されたか否かを判定する。顔が検出された場合、ステップＳ５０３に進み、顔が
検出されなかった場合、ステップＳ５０４に進む。
【００４９】
　ステップＳ５０３で、デジタルカメラ１００は、検出された顔の位置に基づいて（詳細
は図６を参照して後述）撮像領域中に焦点検出領域を設定する。そして、焦点調節レンズ
１１を移動させることにより、設定した焦点検出領域に対して焦点検出を行う。次いで、
優先順位が最も高い顔に対応する焦点検出領域に合焦する位置に焦点調節レンズ１１を移
動させる。併せて、優先順位が最も高い顔と同じ被写界深度に存在する顔に対応する焦点
検出領域（合焦領域）を、焦点検出の結果に基づいて求める。ここで、優先順位は、顔検
出情報に基づいて決定されるものであり、例えば、顔のサイズが大きくて撮像領域の中央
付近の顔ほど優先順位が高くなる。また、検出された全ての顔に対応して焦点検出領域を
設定する必要は無く、例えば、優先順位が上位３つの顔のみの位置に基づいて焦点検出領
域を設定してもよい。
【００５０】
　ステップＳ５０４で、デジタルカメラ１００は、焦点調節レンズ１１を移動させること
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により、撮像領域中に予め設定された９つの焦点検出領域に対して焦点検出を行う。次い
で、所定の条件に基づいて選択された焦点検出領域に合焦する位置に焦点調節レンズ１１
を移動させる。併せて、所定の条件に基づいて選択された焦点検出領域の被写体と同じ被
写界深度に被写体が存在する焦点検出領域（合焦領域）を、焦点検出の結果に基づいて求
める。
【００５１】
　ステップＳ５０５で、デジタルカメラ１００は、合焦領域に対応する顔の顔検出情報（
ステップＳ５０３が実行された場合）、又は、顔が検出されなかった旨を示す顔検出情報
（ステップＳ５０４が実行された場合）をメモリ部２６に格納する。
【００５２】
　ステップＳ５０６で、デジタルカメラ１００は、ステップＳ５０３又はＳ５０４におい
て合焦領域として求められた各焦点検出領域の座標、サイズ、及び、評価値（以下、「合
焦情報」と呼ぶ）をメモリ部２６に格納する。ここで、評価値とは、焦点検出の際に行わ
れるコントラスト演算によって得られるコントラスト値である。
【００５３】
　ステップＳ５０７で、デジタルカメラ１００は、合焦領域を示す矩形枠（合焦枠）をモ
ニタ５１に表示する。
【００５４】
　ステップＳ５０３乃至Ｓ５０７における、焦点検出領域と合焦領域との関係は、図６乃
至図８を参照して後述する。
【００５５】
　ステップＳ５０８で、デジタルカメラ１００は、レリーズスイッチ２３が全押しされる
のを待つ。
【００５６】
　ステップＳ５０９で、デジタルカメラ１００は、ＥＶＦ表示を終了する。
【００５７】
　ステップＳ５１０で、デジタルカメラ１００は、撮像処理を行い、画像処理部１８は、
Ａ／Ｄ変換器１７から画像データとしてのデジタル信号を取得する。
【００５８】
　ステップＳ５１１で、デジタルカメラ１００は、画像処理部１８により画像データの圧
縮処理等を行い、ＪＰＥＧ画像データを得る。
【００５９】
　ステップＳ５１２で、デジタルカメラ１００は、ステップＳ５０５で格納した顔検出情
報とステップＳ５０６で格納した合焦情報とを、ステップＳ５１１で得たＪＰＥＧ画像デ
ータのヘッダに記録し、記憶媒体３２に格納する。
【００６０】
　ステップＳ５１３で、デジタルカメラ１００は、ステップＳ５１２で格納したＪＰＥＧ
画像データをモニタ５１に表示するためのデータ（以下、「レビュー表示用データ」と呼
ぶ）を生成し、表示する。レビュー表示用データの生成／表示処理の詳細は、図１０を参
照して後述する。
【００６１】
　ここで、ステップＳ５１３の処理は、ステップＳ５０７においても同様に実行されても
構わない。これにより、ユーザは、画像撮像前に合焦状態を確認することがより容易にな
る。
【００６２】
　　＜焦点検出領域と合焦領域＞
　図６乃至図８は、図５のステップＳ５０３乃至Ｓ５０７における、焦点検出領域と合焦
領域との関係を示す図である。
【００６３】
　図６を参照して、撮像領域中に顔が１つ含まれる場合を説明する。図６（ａ）において
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、実線の矩形枠は顔検出枠（図４のステップＳ４０２において顔と検出された領域を示す
枠）である。また、破線の矩形枠は、焦点検出枠（焦点検出領域を示す枠）である。顔検
出枠及び焦点検出枠は、モニタ５１には表示されない。図６（ｂ）は、図６（ａ）の顔周
辺を拡大した図である。顔検出枠は、顔検出回路で検出された顔の座標を含み、少なくと
も目、鼻、口が含まれる程度の大きさである。図６（ａ）、（ｂ）に示す焦点検出枠に合
焦した場合、この焦点検出枠が示す焦点検出領域が、合焦領域となる。そして、図６（ｃ
）に示すように、合焦枠がモニタ５１に表示される。合焦枠は、顔と重ならないように、
合焦領域よりも大きく表示されることが好ましい。即ち、合焦枠は、合焦領域とは必ずし
も一致しない。
【００６４】
　図７は、撮像領域中に顔が複数（ここでは、４つ）含まれる場合を示す。前述のように
、顔の優先順位が上位３つの顔に焦点検出領域が設定される（図７（ａ）参照）。また、
設定された焦点検出領域における焦点検出の結果、３つ全ての焦点検出領域に合焦した場
合は、それぞれの焦点検出領域が合焦領域となる。そして、図７（ｂ）に示すように、３
つの顔に対応する合焦領域に対して合焦枠が表示される。
【００６５】
　図８は、撮像領域中に顔が含まれない（或いは、含まれても検出されなかった場合）を
示す。この場合、焦点検出領域は、図８（ａ）に破線で示されるような、予め設定された
９箇所の領域である。図８（ａ）の破線の枠は、モニタ５１には表示されない。焦点検出
の結果、合焦した焦点検出領域（合焦領域）には、図８（ｂ）に示すような合焦枠がモニ
タ５１に表示される。ここで、顔が検出された場合と異なり、合焦枠と合焦領域とは一致
する。
【００６６】
　　＜レビュー表示の概要＞
　撮像画像をモニタ５１に表示するレビュー表示には、数種類のタイプが用意されており
、ユーザの指示に応じて切り替えられる。レビュータイプの切り替えには、ＤＩＳＰスイ
ッチスイッチ２４が使用される。いくつかのレビュータイプにおいては、合焦領域に関連
する画像が拡大表示される。合焦領域が複数ある場合には、例えば、評価値が最も高い合
焦領域に関連する画像が拡大表示される。或いは、合焦領域が顔に基づくものである場合
は、例えば、信頼度が最も高い顔に対応する合焦領域に関連する画像が拡大表示されても
よい。そして、ユーザの指示に応じて、表示する拡大画像に対応する合焦領域を、例えば
、評価値（或いは信頼度など）の順に切り替える。合焦領域の切り替えには、メニュース
イッチ８１が使用される。
【００６７】
　図９は、撮像画像のレビュー表示の概要を示す図である。本実施形態では、画像撮像後
のレビュー表示の際に、撮像画像全体と、撮像画像の一部を拡大した画像（拡大画像）が
、種々の配置でモニタ５１に表示される。図９においては、説明のために、モニタ５１の
表示サイズを３２０×２４０（単位はピクセル、以下同様）とする。
【００６８】
　図９（ａ）は、撮像画像の全体を示す全体画像をモニタ５１全体に表示するレビュータ
イプ（以下、「タイプＡ」と呼ぶ）を示す。
【００６９】
　図９（ｂ）は、合焦領域が顔に基づくものである場合に、合焦領域における顔の拡大画
像（以下、「顔画像」と呼ぶ）と全体画像をモニタ５１に同時に表示するレビュータイプ
（以下、「タイプＢ」と呼ぶ）を示す。ここでは、一例として、全体画像を２００×１５
０、顔画像を１２０×１６０として対角に配置する。
【００７０】
　図９（ｃ）は、合焦領域が顔に基づくものである場合に、合焦領域における顔の目の拡
大画像（以下、「目画像」と呼ぶ）と全体画像をモニタ５１に同時に表示するレビュータ
イプ（以下、「タイプＣ」と呼ぶ）を示す。ここでは、一例として、全体画像を２００×
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１５０、目画像を２００×９０として対角に配置する。
【００７１】
　図９（ｄ）は、合焦領域が顔に基づくものである場合に、合焦領域が顔に基づくもので
ある場合に、顔画像、目画像、及び、全体画像をモニタ５１に同時に表示するレビュータ
イプ（以下、「タイプＤ」と呼ぶ）を示す。ここでは、一例として、全体画像を２００×
１５０、顔画像を１２０×１６０、目画像を２００×９０として図のように配置する。
【００７２】
　図９（ｅ）は、合焦領域が顔に基づくものではない場合に、合焦領域の画像（以下、「
合焦位置画像」と呼ぶ）と全体画像をモニタ５１に同時に表示するレビュータイプ（以下
、「タイプＥ」と呼ぶ）を示す。ここでは、全体画像を２００×１５０、合焦位置画像を
１２０×９０として対角に配置する。
【００７３】
　デフォルトのレビュー表示のタイプはタイプＡであり、ユーザがＤＩＳＰスイッチ２４
を押下する度に、合焦領域が顔に基づくものである場合は、タイプＡ－＞タイプＢ－＞タ
イプＣ－＞タイプＤ－＞タイプＡ・・・のように切り替わる。合焦領域が顔に基づくもの
ではない場合は、タイプＡ－＞タイプＥ－＞タイプＡ・・・のように切り替わる。
【００７４】
　上述のレビュータイプの種類や配置は一例であり、これ以外のタイプが存在しても構わ
ない。例えば、全体画像が表示されないレビュータイプが存在しても構わない。また、合
焦領域が顔に基づくものである場合と、合焦領域が顔に基づくものではない場合のレビュ
ータイプは、独立してフラッシュメモリ２５に記憶されており、それぞれの場合のデフォ
ルトのタイプをユーザが変更しても構わない。
【００７５】
　　＜レビュー表示用データ生成処理＞
　図１０は、レビュー表示用データを生成してモニタ５１に表示する処理の流れを示すフ
ローチャートである。図１０のフローチャートは、図５のステップＳ５１３のサブルーチ
ンであり、撮像画像の記録直後に実行される。しかし、例えば、ユーザがデジタルカメラ
１００の動作モードを再生モードに設定して、記憶媒体３２に格納されている画像を表示
する際などにも実行されて構わない。
【００７６】
　ステップＳ１００１で、デジタルカメラ１００は、撮像画像をリサイズして、図９を参
照して説明した２種類のサイズの全体画像を生成する。
【００７７】
　ステップＳ１００２で、デジタルカメラ１００は、撮像画像の合焦領域が顔に基づくも
のであるか否かを判定する。この判定は、例えば、図５のステップＳ５１２でＪＰＥＧ画
像データのヘッダに含まれる顔検出情報に基づいて行われる。即ち、顔検出情報が検出さ
れた顔に関する情報を含んでいれば、合焦領域が顔に基づくものであると判定され、顔が
検出されなかった旨を示す顔検出情報であれば、合焦領域が顔に基づくものでないと判定
される。合焦領域が顔に基づくものであればステップＳ１００３に進み、そうでなければ
ステップＳ１００７に進む。
【００７８】
　ステップＳ１００３で、デジタルカメラ１００は、ＪＰＥＧ画像データのヘッダに含ま
れる合焦情報から、各合焦領域の中心座標を取得する。合焦領域（即ち、焦点検出領域）
は、図６（ｂ）において破線で示されるように設定されており、中心座標は、両目の間の
辺りである。ここで、合焦情報とは、前述の通り、図５のステップＳ５０３又はＳ５０４
において合焦領域として求められた各焦点検出領域の座標、サイズ、及び、評価値を含む
ものである。
【００７９】
　ステップＳ１００４で、デジタルカメラ１００は、ＪＰＥＧ画像データのヘッダに含ま
れる顔検出情報に基づき、各合焦領域の顔画像を、図９に示すサイズで生成する。具体的
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には、図５のステップＳ５０６で格納した顔のサイズが水平方向に約１２０％になり、横
：縦のアスペクト比が３：４になるように、ステップＳ１００３で取得した中心座標を中
心とする矩形領域の画像を撮像画像から抽出する。そして、抽出した画像を図９に示すサ
イズに変倍する。これにより、顔領域が表示される撮像画像に対する適切な割合の領域の
表示画像を生成する。
【００８０】
　ステップＳ１００５で、デジタルカメラ１００は、顔検出情報に基づき、各合焦領域の
目画像を、図９に示すサイズで生成する。具体的には、図５のステップＳ５０６で格納し
た目のサイズが水平方向に約５／３倍になり、横：縦のアスペクト比が２０：９になるよ
うに、ステップＳ１００３で取得した中心座標を中心とする矩形領域の画像を撮像画像か
ら抽出する。そして、抽出した画像を図９に示すサイズに変倍する。これにより、目領域
が表示される撮像画像に対する適切な割合の領域の表示画像を生成する。
【００８１】
　ステップＳ１００６で、デジタルカメラ１００は、生成した全体画像、顔画像、及び、
目画像を使用したレビュー表示を行う（詳細は図１１乃至図１５を参照して後述）。
【００８２】
　ステップＳ１００７で、デジタルカメラ１００は、合焦情報に基づき、各合焦領域の合
焦位置画像を図９に示すサイズで生成する。具体的には、各合焦領域の画像を撮像画像か
ら抽出し、図９に示すサイズに変倍する。これにより、合焦領域が表示される撮像画像に
対する適切な割合の領域の表示画像を生成する。
【００８３】
　ステップＳ１００８で、デジタルカメラ１００は、生成した全体画像及び合焦位置画像
を使用したレビュー表示を行う（詳細は図１６乃至図１９を参照して後述）。
【００８４】
　以上の各ステップにおいて生成された画像は、例えば、メモリ部２６に格納される。ま
た、拡大画像のサイズは、図９に示すものに限られない。例えば、後述する図１５のステ
ップＳ１５０２などで記憶されたサイズの拡大画像が生成されてもよい。
【００８５】
　本実施形態では、デジタルカメラ１００は、レビュー表示用データを一括して生成した
が、レビュータイプが切り替えられる度に、必要なレビュー表示用データを生成してもよ
い。
【００８６】
　　＜レビュー表示（顔検出有）の概要＞
　図１１は、撮像画像が図６に示されるものである場合の、図１０のステップＳ１００６
におけるレビュー表示の概要を示す図である。
【００８７】
　レビュー表示１１０１乃至１１０４は、図９を参照して説明したタイプＡ乃至Ｄに対応
しており、デフォルトのタイプが最初に表示される。そして、ＤＩＳＰスイッチ２４が押
下される度に、レビュー表示１１０１－＞レビュー表示１１０２－＞レビュー表示１１０
３－＞レビュー表示１１０４－＞レビュー表示１１０１・・・の順に表示が切り替わる。
図１１の場合は、合焦領域が１つだけであるため、メニュースイッチ８１が押下されても
、合焦領域の切り替えは行われない。
【００８８】
　図１２は、撮像画像が図７に示されるものである場合の、図１０のステップＳ１００６
におけるレビュー表示の概要を示す図である。
【００８９】
　レビュー表示１２０１乃至１２１０は、図９を参照して説明したタイプＡ乃至Ｄに対応
しており、デフォルトのタイプが最初に表示される。例えば、デフォルトのタイプをタイ
プＡとすると、最初にレビュー表示１２０１が表示される。そして、ＤＩＳＰスイッチ２
４が押下される度に、レビュー表示１２０１－＞レビュー表示１２０２－＞レビュー表示
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１２０３－＞レビュー表示１２０４－＞レビュー表示１２０１・・・の順に表示が切り替
わる。また、図１２の場合は、合焦領域が３つあるため、メニュースイッチ８１が押下さ
れると、合焦領域の切り替えは行われる。例えば、レビュータイプがタイプＢ（レビュー
表示１２０２）の場合、メニュースイッチ８１が押下される度に、合焦領域の評価値に従
って、レビュー表示１２０２－＞レビュー表示１２０５－＞レビュー表示１２０６－＞レ
ビュー表示１２０２・・・の順に表示が切り替わる。合焦領域の評価値は、図５のステッ
プＳ５０６において記憶されたものである。他のレビュータイプについても同様である。
【００９０】
　　＜レビュー表示（顔検出有）の切り替え＞
　図１３は、合焦領域が顔に基づくものである場合に、レビュー表示のタイプ及び合焦領
域を切り替える処理の流れを示すフローチャートである。
【００９１】
　ステップＳ１３０１乃至Ｓ１３０７の処理により、デジタルカメラ１００は、フラッシ
ュメモリ２５から取得したレビュータイプに応じたレビュー表示を行う。この時表示され
る顔画像や目画像は、評価値が最も高い合焦領域に関するものである。
【００９２】
　ステップＳ１３０８乃至Ｓ１３１５の処理により、デジタルカメラ１００は、ＤＩＳＰ
スイッチ２４が押下されると、レビュータイプを切り替える。そして、切り替え後のレビ
ュータイプを、フラッシュメモリ２５に格納する。
【００９３】
　ステップＳ１３１６及びＳ１３１７の処理により、デジタルカメラ１００は、メニュー
スイッチ８１が押下されると、評価値の高い順に、表示される顔画像や目画像に関連する
合焦領域を順次切り替える（詳細は図１４を参照して後述）。
【００９４】
　ステップＳ１３１８及びＳ１３１９の処理により、デジタルカメラ１００は、Ｔ／Ｗス
イッチ２１が押下されると、表示される顔画像や目画像のサイズを変更し、併せて全体画
像のサイズも変更する（詳細は図１５を参照して後述）。
【００９５】
　ステップＳ１３２０で、デジタルカメラ１００は、レビュー表示が解除されたか否かを
判定する。レビュー表示は、所定の時間が経過した場合や、レリーズスイッチ２３の押下
が解除された場合など、所定の条件に基づいて解除される。レビュー表示が解除されてい
なければ、ステップＳ１３０８に戻り、同様の処理を繰り返す。レビュー表示が解除され
ていれば、ステップＳ１３２１で、デジタルカメラ１００は、レビュー表示を停止し、処
理を終了する。
【００９６】
　図１４は、図１３のステップＳ１３１７における処理の詳細な流れを示すフローチャー
トである。
【００９７】
　ステップＳ１４０１に示すように、レビュー表示がタイプＡの場合、顔画像や目画像は
表示されないので、処理を終了する。
【００９８】
　ステップＳ１４０２乃至Ｓ１４０８の処理により、デジタルカメラ１００は、顔画像や
目画像に関連する合焦領域を、評価値の順に基づいて切り替える。
【００９９】
　ステップＳ１４０９乃至Ｓ１４１３の処理により、デジタルカメラ１００は、切り替え
後の合焦領域に関連する顔画像や目画像を使用して、設定されているタイプのレビュー表
示を行う。
【０１００】
　図１５は、図１３のステップＳ１３１９における処理の詳細な流れを示すフローチャー
トである。
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【０１０１】
　ステップＳ１５０１及びＳ１５０６から理解できるように、タイプＡ又はタイプＤの場
合は、拡大画像のサイズは変更されず、処理は終了する。タイプＡでは拡大画像が表示さ
れず、タイプＤでは、サイズを変更して表示することが困難だからである。もちろん、タ
イプＤの場合、何らかの方法でサイズを変更可能にしても構わない。
【０１０２】
　ステップＳ１５０２乃至Ｓ１５０５の処理により、Ｔ／Ｗスイッチ２１が押下されてい
る間、デジタルカメラ１００は、撮像画像から顔画像として抽出する領域のサイズを徐々
に大きく又は小さくする。即ち、ステップＳ１００４においては一例として、「顔のサイ
ズが水平方向に約１２０％」になるサイズの領域を抽出したが、例えば、１２５％や１１
５％のサイズの領域を抽出する。変更後のサイズは、フラッシュメモリ２５に記憶される
。フラッシュメモリ２５に記憶された顔検出ありの場合の情報に基づいて次の撮像画像に
対しては、当該領域が表示される。具体的には、例えば、顔画像のサイズ変更により顔領
域の１５０％の領域が設定された場合には、次の撮像画像の際には、全体画像に対する顔
領域の範囲が変わったとしても顔領域の１５０％の領域を表示するようにする。これによ
りユーザが所望する顔領域を次からは表示することができるようになる。
【０１０３】
　また、デジタルカメラ１００は、モニタ５１に表示する顔画像のサイズそのものを大き
く又は小さくしても構わない。即ち、図９（ｂ）では、表示される顔画像のサイズは１２
０×１６０であったが、１５０×２００に大きくなるなどしても構わない。このとき、表
示される顔画像のサイズ変更に伴い、全体画像の表示可能サイズも変化するので、それに
合わせた全体画像も生成される。
【０１０４】
　ステップＳ１５０７乃至Ｓ１５１０の処理は、顔画像ではなく目画像に対して行われる
点を除き、ステップＳ１５０２乃至Ｓ１５０５の処理と同様である。
【０１０５】
　　＜レビュー表示（顔検出無）の概要＞
　図１６は、撮像画像が図８に示されるものである場合の、図１０のステップＳ１００８
におけるレビュー表示の概要を示す図である。
【０１０６】
　レビュー表示１６０１は、図９を参照して説明したタイプＡに対応しており、レビュー
表示１６０２及び１６０３は、図９を参照して説明したタイプＥに対応している。最初は
、デフォルトのタイプが表示される。タイプＥのレビュー表示が行われる場合は、評価値
が最も高い合焦領域に関する合焦位置画像が全体画像と併せて表示される。ＤＩＳＰスイ
ッチ２４が押下される度に、レビュー表示のタイプが切り替わり、メニュースイッチ８１
が押下される度に、合焦領域の評価値に従って、合焦位置画像が切り替わる。
【０１０７】
　　＜レビュー表示（顔検出無）の切り替え＞
　図１７は、合焦領域が顔に基づくものでない場合に、レビュー表示のタイプ及び合焦領
域を切り替える処理の流れを示すフローチャートである。
【０１０８】
　ステップＳ１７０１乃至Ｓ１７０３の処理により、デジタルカメラ１００は、フラッシ
ュメモリ２５から取得したレビュータイプに応じたレビュー表示を行う。この時表示され
る顔画像や目画像は、評価値が最も高い合焦領域に関するものである。
【０１０９】
　ステップＳ１７０４乃至Ｓ１７０７の処理により、デジタルカメラ１００は、ＤＩＳＰ
スイッチ２４が押下されると、レビュータイプを切り替える。そして、切り替え後のレビ
ュータイプを、フラッシュメモリ２５に格納する。
【０１１０】
　ステップＳ１７０８及びＳ１７０９の処理により、デジタルカメラ１００は、メニュー
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スイッチ８１が押下されると、評価値の高い順に、表示される合焦位置画像に関連する合
焦領域を順次切り替える（詳細は図１８を参照して後述）。
【０１１１】
　ステップＳ１７１０及びＳ１７１１の処理により、デジタルカメラ１００は、Ｔ／Ｗス
イッチ２１が押下されると、表示される合焦位置画像のサイズを変更し、併せて全体画像
のサイズも変更する（詳細は図１９を参照して後述）。
【０１１２】
　ステップＳ１７１２で、デジタルカメラ１００は、レビュー表示が解除されたか否かを
判定する。レビュー表示は、所定の時間が経過した場合や、レリーズスイッチ２３の押下
が解除された場合など、所定の条件に基づいて解除される。レビュー表示が解除されてい
なければ、ステップＳ１７０４に戻り、同様の処理を繰り返す。レビュー表示が解除され
ていれば、ステップＳ１７１３で、デジタルカメラ１００は、レビュー表示を停止し、処
理を終了する。
【０１１３】
　図１８は、図１７のステップＳ１７０９における処理の詳細な流れを示すフローチャー
トである。
【０１１４】
　ステップＳ１８０１に示すように、レビュー表示がタイプＡの場合、合焦位置画像は表
示されないので、処理を終了する。
【０１１５】
　ステップＳ１８０２乃至Ｓ１８１４の処理により、デジタルカメラ１００は、合焦位置
画像に関連する合焦領域を、評価値の順に基づいて切り替える。
【０１１６】
　ステップＳ１８１５の処理により、デジタルカメラ１００は、切り替え後の合焦領域に
関連する合焦位置画像を使用して、設定されているタイプ（ここでは、タイプＥ）のレビ
ュー表示を行う。
【０１１７】
　図１９は、図１７のステップＳ１７１１における処理の詳細な流れを示すフローチャー
トである。
【０１１８】
　ステップＳ１９０５タイプＡの場合は、拡大画像のサイズは変更されず、処理は終了す
る。タイプＡでは拡大画像が表示されないからである。
【０１１９】
　ステップＳ１９０２乃至Ｓ１９０５の処理により、Ｔ／Ｗスイッチ２１が押下されてい
る間、デジタルカメラ１００は、合焦位置画像のサイズを徐々に大きく又は小さくする。
変更後のサイズは、フラッシュメモリ２５に記憶される。デジタルカメラ１００は、各合
焦領域について、変更後のサイズで合焦位置画像を生成する。また、合焦位置画像のサイ
ズ変更に伴い、全体画像の表示可能サイズも変化するので、それに合わせた全体画像も生
成する。
【０１２０】
　ここで、ステップＳ１９０２における合焦位置画像のサイズ、図１５のステップＳ１５
０２における顔画像のサイズ、及び、Ｓ１５０７における目画像のサイズとは、それぞれ
独立してフラッシュメモリ２５に記憶される。ただし、例えばデフォルトのサイズからの
補正率で合焦位置画像のサイズ等を表現し、１つの補正率を共用しても構わない。これに
より、フラッシュメモリ２５に記憶された顔検出なしの際の情報に基づいて次の撮像画像
に対しては、当該領域が表示される。具体的には、例えば、合焦位置画像のサイズ変更に
より合焦位置領域の１５０％の領域が設定された場合には、次の撮像画像の際には、全体
画像に対する合焦位置領域の範囲が変わったとしても合焦位置領域の１５０％の領域を表
示するようにする。これによりユーザが所望する合焦位置領域を次からは表示することが
できるようになる。
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【０１２１】
　以上説明したように、本実施形態によれば、デジタルカメラ１００は、撮像画像におい
て合焦領域に関連する画像を拡大表示する際に、合焦領域が顔に関連するものであるか否
かに応じて、異なる形式の拡大画像を表示する。
【０１２２】
　これにより、合焦領域が顔に関連して設定された焦点検出領域から選択されたものであ
るか否かに関わらず、撮像画像の合焦状態の確認に好適な拡大画像を画像表示装置に表示
させることが可能となる。そのため、ユーザは、より容易に合焦状態を確認できるように
なる。
【０１２３】
　［その他の実施形態］
　上述した実施の形態の処理は、各機能を具現化したソフトウェアのプログラムコードを
記録した記憶媒体をシステム或は装置に提供してもよい。そして、そのシステム或は装置
のコンピュータ（又はＣＰＵやＭＰＵ）が記憶媒体に格納されたプログラムコードを読み
出し実行することによって、前述した実施形態の機能を実現することができる。この場合
、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が前述した実施形態の機能を実現する
ことになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成することになる。
このようなプログラムコードを供給するための記憶媒体としては、例えば、フロッピィ（
登録商標）ディスク、ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスクなどを用いることが
できる。或いは、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、磁気テープ、不揮発性のメモリカード、ＲＯ
Ｍなどを用いることもできる。
【０１２４】
　また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することにより、前述した各
実施の形態の機能が実現されるだけではない。そのプログラムコードの指示に基づき、コ
ンピュータ上で稼動しているＯＳ（オペレーティングシステム）などが実際の処理の一部
又は全部を行い、その処理によって前述した各実施の形態の機能が実現される場合も含ま
れている。
【０１２５】
　さらに、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機
能拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書きこまれ
てもよい。その後、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡
張ユニットに備わるＣＰＵなどが実際の処理の一部又は全部を行い、その処理によって前
述した各実施の形態の機能が実現される場合も含むものである。
【図面の簡単な説明】
【０１２６】
【図１】実施形態に係るデジタルカメラ１００の構成を示すブロック図である。
【図２】画像処理部１８内の、顔検出回路の構成を示すブロック図である。
【図３】デジタルカメラ１００の外観の一部を示す図である。
【図４】デジタルカメラ１００を用いた撮像処理の流れを示すフローチャートである。
【図５】図４のステップＳ４０５における画像の撮像処理の詳細な流れを示すフローチャ
ートである。
【図６】図５のステップＳ５０３乃至Ｓ５０７における、焦点検出領域と合焦領域との関
係を示す図である。
【図７】図５のステップＳ５０３乃至Ｓ５０７における、焦点検出領域と合焦領域との関
係を示す図である。
【図８】図５のステップＳ５０３乃至Ｓ５０７における、焦点検出領域と合焦領域との関
係を示す図である。
【図９】撮像画像のレビュー表示の概要を示す図である。
【図１０】レビュー表示用データを生成してモニタ５１に表示する処理の流れを示すフロ
ーチャートである。
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【図１１】撮像画像が図６に示されるものである場合の、図１０のステップＳ１００６に
おけるレビュー表示の概要を示す図である。
【図１２】撮像画像が図７に示されるものである場合の、図１０のステップＳ１００６に
おけるレビュー表示の概要を示す図である。
【図１３】合焦領域が顔に基づくものである場合に、レビュー表示のタイプ及び合焦領域
を切り替える処理の流れを示すフローチャートである。
【図１４】図１３のステップＳ１３１７における処理の詳細な流れを示すフローチャート
である。
【図１５】図１３のステップＳ１３１９における処理の詳細な流れを示すフローチャート
である。
【図１６】撮像画像が図８に示されるものである場合の、図１０のステップＳ１００８に
おけるレビュー表示の概要を示す図である。
【図１７】合焦領域が顔に基づくものでない場合に、レビュー表示のタイプ及び合焦領域
を切り替える処理の流れを示すフローチャートである。
【図１８】図１７のステップＳ１７０９における処理の詳細な流れを示すフローチャート
である。
【図１９】図１７のステップＳ１７１１における処理の詳細な流れを示すフローチャート
である。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】
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